
組織力探訪 
「ＮＰＯ・市民活動団体の組織健康診断・相談・ 

体質改善支援プログラム」 
   

報告者：理事・事務局長 平尾 剛之 

平成２４年度京都府公共再生プロジェクト 
「中間支援団体活動支援事業」報告会 

日時：平成２５年３月１４日（木） 
会場：ホテルルビノ京都堀川 



２０１２年度 受託業務内容 

■ＮＰＯ組織転換・変革に備える－組織運営勉強会 
   組織の基盤強化と独創的組織運営とは 
 
■組織健康診断ツールの研究開発および運用 
  第１段階「組織の健康診断」⇒「ＷＥＢ健康診断」 
  ↓ 
■組織の健康相談－組織体質改善プログラム 
  第２段階「組織の健康相談（定性的支援）」 
  ※６０分×４０団体想定 
  ↓ 
  第３段階「組織体質改善プログラム（定量的支援）」 
  ※導入的コンサル １２０分×２回×１０団体想定 
  ↓ 
  第４段階「組織改善にむけた取組み」 
  ※団体の希望によりコンサル（委託業務対象外） 



【研修フォーラム】ＮＰＯ組織転換・変革に備える－ 

～組織の基盤強化と 
       独創的組織運営とは～ 

 本研修フォーラムでは、それ
ぞれ団体固有の「価値や成果」
を生み出しているガバナンス＆
マネジメント手法に学ぶととも
に、組織としの苦境を乗り越え
て新たな組織転換の中で、組
織ミッションに準じた事業の成
果を発揮しようとしている団体
の 「苦悩の経験値」に学ぶこと

で、組織の転換・変革に備え、
組織の基盤強化に寄与するこ
とを目的とした研修フォーラム
を開催します。 

 また、本機構（ＡＡＣ）社会的
認証システム－第三者認証
（ステップ３）取得団体のＣＥＯ
（チーフ・エグゼクティブ・オフィ
サー）等を中心にお迎えし、ご
登壇いただきます。 



【研修フォーラム】開催 
 

セッション１：１２月２２日（土） 
セッション２：１２月２３日（日） 

北部特別セッション：２月２３日（土）   
 

アンケート集計結果はこちら 
http://withtrust.jp/?p=1181 



組織健康診断ツールの研究開発および運用 

■良好 
 
■やや良好 
 
■要注意 
 
■要改善 
 
■要抜本的改善 

 
▼特定非営利活動法人 
 
▼その他の法人 
 

▼任意団体（法人格なし） 
 
 ３５の設問により診断 
 



第１段階「組織の健康診断」 
⇒「ＷＥＢ健康診断」 

2012年12月30日付京都新聞朝刊 

１２月１日公開 
 
診断数：３６７件 
2013．3．12日現在 



「ＷＥＢ健康診断」 
   結  果 



組織の健康相談－組織体質改善プログラム 
   
  



 
第２段階「組織の健康相談（定性的支援）」 
  ↓ ３５団体（想定４０団体） 
 
☆ステップ３訪問調査時等に合わせ、法令や 
定款に沿った組織運営ができているかどうか 
等のヒアリングを行い、課題の抽出と現状を 
共有する。 
 
  
                      
                                                            第３段階「組織体質改善プログラム（定量的支援）」 
                      ↓ １３団体・２４回（想定１０団体・２０回） 
                      
                     ☆団体の課題・テーマに合わせた導入的コンサル 
                      ・中長期計画の作成について 
                      ・組織・理事会のガバナンスについて 
                      ・組織構造の変革や立て直しについて 
                      ・法人の選択と組織・事業デザインについて 
                      ・人材育成と事業構築について 
                      ・他セクターとの協働について etc 



組織力探訪－ＮＰＯ 
「１０年の曲がり角症候群」処方箋のひとつとしての 

想定成果から 

 本事業は、当機構が運用する「社会的認証システム」を活用したもう一つの専門的
な機能として位置付けています。 

 第三者認証（ステップ３）は、支援者側の視点に立った「信頼」の流通により社会資
源を促す（Ｔｒｕｓｔ＆Ｒｅｖｉｅｗ）ものです。 

 本事業は、「社会的認証システム」の客観的な視点から組織の状態を把握し、組織
やガバナンス・マネジメントの改善（Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ）につなげていくものとして、その
成果を発揮するものとしています。 

「公益性の高い信頼のできる組織」であるからこそ、組織の体質改善を図り、そもそ
もの組織ミッションや基本方針に沿った適切な制度的（人格的）環境による適切な運
営・協働環境の構築（Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ）を行い、適切な寄付・助成支援の受入れ体制 
（Ｆｕｎｄｒａｉｓｉｎｇ）を構築し、体質の改善を図っていくことを支援の成果として位置付け
ています。 

  「支えるということは、支えられるということです」この関係性が成立しなければ、
持続可能な民間サポートは育ちません。組織基盤強化はどの団体にも必要ですが、
すべての団体がその成果を社会と共有できるとは限りません。組織性と事業性のバ
ランスが求められています。 

⇔ ⇔ 


